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研究結果 

本研究は哲学、文化学、社会学などの理論と方法を使い、「美学」の新しい定義と体系としての calono

logia 理論の発展の流れで、今道友信氏の現代美学の考え方と現代の文化実態・時代発展との関連を明

らかにし、その基本概念「エクスタシス」(extasis)及び「想像力」(imagination)の内容と特徴の移動

性を分析してみた。研究を通して、主に次の結果となった。 

まず、今道友信は、技術連関社会という時代実態に即して、現実的・批判的な視角から「美学」を再定

義し、calonologia という美学概念を打ち出し、単なる芸術学的な段階を超えて、知覚面から超越的な

ものを対象とする形而上学にまで及ぶ現代美学を提唱した。そのような総合的な美学構想から、今道氏

の calonologia 理論は一般的な美学論でなく、より広い領域を扱った哲学論だということが明らかとな

った。 

次に、calonologia 理論はギリシアのプラトン、東方の孔子、荘子の美学論からの影響を受けていた

り、人間の日常生活と現代機械文明における美学的要請に応じて発展してきたということなど、東西美

学と現代文明の各要素を巧みに統合して完成できたものだといってよい。そうした点で、東方美学の成

り立ちにおける可能性、東西美学理論を調和・整合する必要性、現代美学の課題上の現代性・現実性な

どの面において、calonologia 理論は中国の美学者に大変示唆的なヒントを与えられることがわかっ

た。 

 第三に、本研究は今道氏の美学思想を深く考察し、現代的な「東方美学」の構想へと中国の美学者た

ちを引き戻そうという視点・姿勢で、中国におけるその翻訳的・紹介的な段階を深層的・究明的な段階

へと推し進めた。 
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